
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
昨年コロナ禍で実施見送りとなった深い自然と信仰の中に日本の原風景を探る旅“出羽三山編”の再設定です。1200 年余りの由来を持つ塩竃神社、
仏教の浄土思想をもとにつくられた多様な寺院と庭園で知られる世界遺産の平泉、山岳信仰の霊場として今も多くの修験者があがめる湯殿山神社、
歴史薫る精霊の羽黒山、ひっそりと静まる鳥海山神社、芭蕉の句で知られる山寺立石寺を訪ねます。 
コロナ禍の今、⾧い風雪に耐え今も生きづく東北の聖地を訪ねる旅へ…。比較宗教学、民俗学に深く通じられる鎌田先生のご案内で巡りませんか。 
 

 日付 行  程 

1 10/14 
（金） 

 
■仙台空港 09：45 集合、塩釜駅 10：40 集合出発 
                     

仙台空港-----塩釜駅----塩竃神社------武田笹かまぼこ（昼食） 
 10：00   10：40 10：45/11：45  12：00/12：45 
 

--世界遺産平泉・中尊寺---------毛越寺-------一ノ関（泊） 
    14：40/16：00  16：10/17：00  17：15 

（参考スケジュール）※運賃は旅行代金には含まれません。 
【関西発】伊丹空港 08：00＝＝ANA731＝＝仙台空港 09：15 
【中部発】中部空港 08：15＝＝ANA361＝＝仙台空港 09：30  
【関東発】東京駅 0８：20+++仙台駅 09：50 はやぶさ７ 

仙台駅 10：18++塩釜駅 10：35  在来線 

2 10/15 
（土） 

                  参拝バス乗車 

ホテル-----湯殿山（大鳥居前/昼食）≑≑≑≑≑≑≑≑湯殿山神社本宮≑≑≑≑ 
08：00  11：20/12：15      12：25/13：15 

 
≑≑≑大鳥居前---羽黒山随神門…五重塔…一の坂…二の坂…三の坂 
13：30/13：40 14：40           

           

……羽黒山山頂-------鶴岡（泊） 
  16：15     17：00 
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10/16 
（日） 

 
 ホテル---鳥海山神社（蕨岡口之宮）----山寺/根本中堂・山門/昼食 
 08：15  09：15/10：00      12：15/14：15 
 
 --------仙台駅--------仙台空港 
    15：45    16：30 

（参考スケジュール）※運賃は旅行代金には含まれません。 
【関東行】仙台駅 16：31+++東京 18：04 はやぶさ 32 
【関西行】仙台空港 17：30＝＝ANA738＝＝伊丹空港 18：50 
【中部行】仙台空港 20：20＝＝ANA370＝＝中部空港 21：40 
     ※名古屋駅まで新幹線利用で、3.5~4 時間です 

 

備考）++++列車 ----バス ････徒歩 食事条件） 朝 2 回 昼 3 回 夕 0 回 
 
 
 
 
 
 
 
 

標高 1504ｍで月山に 
連なる湯殿山神社は 
渓流のほとりに鎮座 
しています。古来、 
出羽三山の奥の院と 
され、修行を重ねた 
山伏が即身成仏を願 
う聖地です。この山 
で体験した事は「語る事なかれ、聞くなかれ」とされてき
た神秘の霊場。湯殿山神社には、社殿が無くご神体は熱湯
の湧き出る茶褐色の巨大な霊巌です。江戸時代には、西の
伊勢参りに対して、東の奥参りと称して、両方をお参りす
ることが「人生儀礼」の一つとされ全国から参拝者で賑わ
いました。 
 

国宝・羽黒山五重塔は特別天然記念物で、羽黒山の杉並
木の中に静かにたつ美しい姿で知られます。 
高さ 29.9ｍ、創建は平将門と伝えられ、現在の塔は南北
朝時代に再建されました。 
随神門から始まる表参道 1.7 ㎞には、樹齢 350~500 年
の杉並木が続き、その数 580 数本は国の特別天然記念物
に指定されています。ミシュラングリーンガイドジャポ
ン３つ星にも認定されています。更には、平成 28 年
「出羽三山生まれかわりの旅」が日本遺産にも認定され
ました。 
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実施日：2022 年 10 月 14 日（金）～10 月 16 日（日） 

湯殿山大鳥居 

羽黒山五重塔と杉並木 

山寺・立石寺 

平安時代後期、約 100 年にわたり発展を続けた平泉。 
その時代に浄土思想に基づいて造られた寺院や庭園などが、
2011 年に世界遺産に登録されました。樹齢 400 年の杉並木が
並ぶ月見坂を歩き、比叡山延暦寺から分火された不滅の法灯
が灯る本堂や、20 年の歳月を経て造られた平泉の繁栄ぶりを
象徴する中尊寺金色堂を拝観します。 
 
山寺は、正しくは宝珠山立石寺といい、860 年清和天皇の勅
願により、慈覚大師が開いた天台宗のお山。「閑さや岩にしみ
入る蝉の声」の芭蕉の句でも知られています。 

中尊寺 

毛越寺 

 

鎌田 東二先生 
京都大学名誉教授 
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